
平成22年度

○ 自ら考える生徒 ○ 高い授業力と学びの保障された ○ 確かな授業力を身につけている
学校 教師

○ 互いに誇りと信頼の絆で結ばれて ○ 豊かな人間性をもっている教師
いる学校

○ 地域を大切にする生徒 ○ 家庭、地域と信頼の絆で結ばれて ○ 積極的に挑戦する意欲をもって
いる学校 いる教師

平成２２年度 重点目標
１ 授業に意欲的に取り組む生徒の育成
２ 尊重しあえる集団づくり

○ やり抜く強さと思いやりのある生徒

校 訓
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望 和 純

広島市立中広中学校経営方針

めざす生徒像 めざす学校像 めざす教職員像

教 育 目 標
「心身ともに健康で、社会に役立つ自主的行動のできる生徒を育成する」

学 校 経 営 計 画

キャンペーンやポスター掲示など、校内外
7 数学に焦点化した授業研究を行う。 4 美化専門委員会を活性化し、クリーン

3 そうじ用具入れの整理と、道具の管理を
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6 家庭学習の習慣をつけるために、週

3 意図的に協同学習の場面をつくる。

を授業に活かす。

での美化活動を行う。

末課題を出し、点検する。 行う。 プランターを飾り、イベントを支援する。
3 地域のイベントに生徒が育てた花の

5 生徒に合わせた個別の指導を行う。 2 「がんばりチケット」でそうじの肯定的評 2 地域の祭りなどで、清掃ボランティア
価活動を実施する。 を企画、実施する。

参加募集を募る。
4 ICT活用の工夫をする。 1 教師自ら生徒とともにそうじを行う。 1 横川ふしぎ市、三篠公民館祭り等に

3 月に1回以上、エンカウンター等のスキル 3 ボランティア手帳を活用する。
を行う。

2 「振り返りシート」で「分からない」と 2 「がんばりチケット」であいさつの肯定的 2 校内外において、ボランティア活動の
言える授業風土を創造し、生徒の疑問 評価活動を行う。 広報活動を充実させる。

行う。 機会を増やす。
1 授業開始時に「本時の目標」を示す。 1 教師から生徒へのあいさつを積極的に 1 校内外において、ボランティア活動の

調査など）で正答率60％以上の生徒が 90％以上とする。 する。
80％以上を達成する。

学力調査（基礎・基本もしくは全国学力 そうじをしっかり取り組んでいるという生徒を 地域行事へ参加した生徒を70％以上と

『授業』がわかる生徒が80％以上とする。 内外を問わずあいさつの習慣がついた生徒 ボランティア活動に参加した生徒を60％
を90％以上とする。 以上とする。

と感じる生徒が100％。(2年次)

る生徒が95％以上となる。（2年次） いを信頼し、尊重しあえる集団作りを目指し 理解を広め、学校に対する信頼度の肯定
て、学校や学級、または自分が成長している 的評価を95％以上とする。（2年次）

学 力 の 向 上 豊かな人間性の育成 信頼される学校づくり
授業に対し意欲的に取り組むことができ あいさつ・声かけを通して、学校全体でお互 保護者・地域に学校の取り組みに対する


